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第 1表 -*・Jレヤク液i二於はる稲胡腐葉枯病被害興産-a-示す動蚊 (1后式〉の
ふFUE1・0% I '0・fl%. I 0'116% 1 0・1時'(O~回、 0.25%








0.3 11 ・ ~l 1 0.3 o. 11.0 11.0 1 0.7 11.3 1 1.0 11.3 I弾。石式〉の
σ.7 10.7 10.7 ]，3 1 .3 11.3 11‘o 11.7 1.311.1) 10.98で何れも
'0.5 j 0 1 .の 1.0.8・ 0.8 1 1，. 1 1. '.l 1 1.ηi 1.宮 11.ρ11.0 11.0以下で、
0.1・10.3 1 LO 10.3 ].(J 1 1. 3~ 11.3 11.0 1 O.i 1]，0 1.7 I稀縛による被
0.80 1 0.33 1 0.93! 0.52 0.9511.15 1 1.也o1 0 Kl 1 }.'.l2 1 1.0; 1 1.2; 1害艶敏の上昇
I~ M i w 「 J 「五「iげであっ
3実験の結果 上記の方法で賓験そ数岡 本質験結果は異に費去した第Z報に於る2ドル
N置し7こ炉、其賓験施行匂期日必表示するさ第 ド吹合~lの効果tZ殆んど全〈ー致しがJレ V ウ合
l!表の様でめる。其 田反覆の貰蛤結果毛並摘要 ・ 剤は艇樹崩葉枯病の賢雨明止~，:O.125% (4石
第 2素 撒市繋膏~ø稲胡臓結病菌lニi討する効力調査期日 三党}でも時そ子の目
1.. . I的f.e謹せらね0.25
髄|第・ー回 l第ニ回 i第三回 世韓関回|第五回 1 ・ 0 
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第3表に示しft5回反覆しすこ賓総の中第，1，
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藁 剤 指苗 iこ於ける効巣 L沼成棄に於ける. 
悶右、効力は川ー?瓜%の鴎でぱ大遣な i供試薬剤の内では効力最も犬で1.0%液iJ~
ち仏12~~長波までの稲穂にも鈎んす効カ!p)ボルドク液 し。 、
減退僅少。 . .  
銅C活性製剤 3 俊 I惣方 lfi "，， ~'p液に次ぎ、之に比し務k劣る、 効力IIポルドワ波、銅製剤1.2~よ.!J ，劣
ポル~.>7) 相府軍事による効力減遜少なし。 る、稲稼による効カi威僅少。
銅C製剤 2〉焼 I効h銅製剤3按に究ぎ、都標の繍僚は前省|| 0.8%液ずはポP ドウと同僚引しが、橋
クポイn. と苧行 軍事に l~ 効力減ill6 た
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石灰慌策合剤白書長、ヨバサイド、 敏・・り- . 
，;/-1ドで亜鉛測さしてはpロデJ t 









3.)各撞薬剤の効力記載には、 I 0:∞4 680.0主 2F 48801 2 
調亘材料の内被害の最も大なもの l →相銅含量 M



















同 第 2報 .砲の成薬，:於ける栢胡肩車禁給婦にお
する1防効果農研37:1: 1←18 良型1:6 : 
363-7 
7.1<回雑草の防除試'験(1)
水聞の敷尊さ雑草防止効果
笠 原
1・簡 雷著者はCl-6)先i二農地雑草防除t二
責せんさLて、本邦農地雑草の種類さ同種賓句
形態並に接芽研究震は繋舟jによる雑草臨除試験
の一部成績や報告した口省力的雑草防止法のー
っきして、稲賞、多再等じて土濃表面毛並覆査す
る所謂~草島理は制作にては遁常行ふ作業であ
るが、水田ではその敷草作業自瞳が困難である
ためiこか一般iニは行はわてゐなh、。凪が近時普
及ぞ男。つある、並木植、畦1p.移植麓堵庇は~
E直情栽堵i二於てはこ?敷草作業は比較的容易
ゆある.そこで著者はニの様な君主培法に於ける
敷草雇通理が雑草費生防止、羽二掘の牧量i議騒T
安 夫
影響や調査する目的で昭和19-22年の聞に若干
試験ぞ施行したので水田雑草駈除試強 (1)ざ
して大要必報告する。
、号試験方法試験慌要は次の様に置泊し食
品種は旭を用ひずこO.
(-1 )並木値…遁常の平坦活水田に6月下旬畦
間〈作保間隔)1. f，..R.に株間4.5寸さして1株
2. 3本宛移植した。
〈日〉 畦立移植・ャ小委刈取後3尺畦きして6用
下旬谷講のみi二活水して畦の雨肩に株間4.3
寸間踊仁移植しすこ、畦間iま1.5尺である。
心、〉 卒畦直矯・.~1. :)尺間隔に卒畦栽培した珍
【燥感研究第37谷第轟量f141-143買羽生7) 一位一
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